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暖
冬
の
う
ち
に
迎
え
た
新
春
は
、
さ

わ
や
か
さ
も
こ
ど
の
ほ
か
で
じ
た
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
三
が
貝
全
く
雪
を
見
な
㈱
ど
㈱
う

年
も
、
本
当
に
め
誹
ら
じ
㈱
邑
と
で
す
．

　
林
業
試
験
場
悲
日
町
試
験
地
で
観
測

拶
た
過
去
六
恭
年
の
記
録
俺
よ
圏
ま
就

ど
、
根
雪
の
最
も
遅
か
⑦
た
の
は
、
昭

・
和
三
雛
九
年
癒
一
月
毒
九
日
か
ら
、
ま

．
た
、
昭
和
墨
棄
四
年
、
蓬
十
四
年
彪
は
、

『
、
一
月
五
日
か
ら
ど
あ
蝦
ま
膨
た
．
』

　
お
正
月
に
市
鍵
越
倦
登
騨
、
雪
鱗
な
．

㈱
川
西
町
を
見
渡
せ
だ
の
も
榊
．
ま
癒
謳
銀

り
ぐ
さ
に
さ
れ
る
の
羅
は
な
㈱
甕
麟
畿
．
…
．
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厳
し
い
社
会
情
勢
を

　
　
　
冷
静
に
見
つ
め
な
が
ら

　
　
　
　
　
　
町
長
根
津
正
三

町
づ
く
り
に
精
進
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
の
川
西
町
は
、
順
調
な
各
種
事
業
の
進
捗
で
、

大
い
に
発
展
を
み
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　
六
月
に
は
、
世
紀
の
大
事
業
と
い
わ
れ
た
一
連
の
基
盤
整
備

　
昭
和
五
十
五
年
の
新
春
に
あ

た
り
、
皆
様
方
の
ご
多
幸
を
お

祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
今
年
は
さ
る
年
で
あ
り
ま
す

が
、
さ
る
の
強
い
地
域
社
会
的

な
群
居
性
と
、
す
ぐ
れ
た
知
能

を
見
習
い
な
が
ら
、
よ
り
よ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
よ
ろ
し

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

議
会
議
長
平
野
圭
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
万
三
百
名
の
町
民
の
方
々
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
新
し
い
年
を
心
か
ら
お
祝
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
代
の
当
初
に
お
い
て
、
激
動
を
続

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
て
い
る
世
界
、
そ
の
中
で
、
日

本
は
い
か
な
る
進
路
を
求
め
る
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。

石
油
問
題
を
頂
点
と
し
て
、
世
界
の
動
き
は
、
直
ち
に
こ
の

辺
境
の
地
、
川
西
町
に
も
響
い
て
ま
い
り
ま
す
。

　
米
の
生
産
調
整
、
景
気
、
就
職
な
ど
予
想
さ
れ
る
問
題
は
、

事
業
、
川
西
ダ
ム
の
通
水
、
二
次
構
、
国
土
調
査
事
業
の
完
了

な
ど
。
ま
た
、
七
月
に
は
、
西
部
地
区
の
新
農
構
が
着
手
さ
れ

ま
し
た
。
特
に
新
農
構
は
、
農
林
業
や
水
産
業
な
ど
に
わ
た
り

幅
広
い
事
業
が
折
り
込
ま
れ
る
も
の
で
す
の
で
、
仙
田
郷
の
貴

重
な
自
然
を
生
か
し
た
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
が
実
現
で
き
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　
庚
塚
運
動
場
や
信
濃
川
河
川
敷
公
園
の
造
成
、
千
手
小
の
校

舎
建
設
、
千
手
保
育
園
の
改
築
、
ま
た
、
災
害
復
旧
や
モ
デ
ル

事
業
、
水
道
建
設
な
ど
も
予
定
ど
お
り
推
進
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
新
年
の
見
通
し
で
あ
り
ま
す
が
、
国
は
財
政
再

建
元
年
と
も
い
っ
て
、
な
か
な
か
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、
町

財
政
も
同
様
で
ご
ざ
い
ま
す
。
転
作
の
強
化
や
企
業
の
不
振
、

物
価
上
昇
な
ど
、
不
安
な
要
素
は
か
げ
を
ひ
そ
め
る
と
は
思
わ

れ
ま
せ
ん
。
わ
た
し
ど
も
は
、
こ
う
し
た
厳
し
い
社
会
経
済
の

流
れ
を
、
冷
静
に
見
つ
め
な
が
ら
、
極
力
無
駄
や
惰
性
を
廃
し
、

明
る
い
豊
か
な
町
づ
く
り
を
目
ざ
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
一
層
の
ご
べ
ん
た
つ
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

極
め
て
多
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
明
る
く
豊
か
な
町
づ
く
り
に
は
、
財
源
の
確
保

が
先
決
で
ご
ざ
い
ま
す
。
川
西
町
五
士
二
年
度
の
決
算
は
、
一

般
会
計
で
二
十
六
億
八
千
九
百
万
円
で
す
が
、
こ
の
中
で
、
自

主
財
源
は
、
わ
ず
か
に
二
〇
％
で
あ
り
ま
す
。

　
町
当
局
、
議
会
と
も
に
、
国
県
に
対
し
て
一
層
の
努
力
を
要

す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
と
同
時
に
、
町
の
生
産
所
得
の
向
上

を
は
か
る
こ
と
が
、
町
づ
く
り
の
根
元
で
も
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
十
二
月
に
町
長
に
答
申
し
た
第
三
次
総
合
開
発
計
画
は
、

こ
の
方
針
を
具
体
的
に
具
申
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
は
、
町
民
各
位
の
ご
協
力
に
よ
り
、
ほ
場
整
備
事
業
の

完
成
、
新
農
構
事
業
の
推
進
や
学
校
の
新
築
、
社
会
福
祉
施
設

の
充
実
な
ど
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り
は
大
き
く
前
進
い
た
し
ま

し
た
。
八
○
年
代
の
新
春
に
あ
た
り
、
力
強
い
地
方
の
時
代
を

築
く
た
め
、
一
段
の
努
力
を
尽
す
覚
悟
で
あ
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

傑
乙
　
　
ふ
，
く
～
し
」

、
　
現
況
届
は
お
早
目
に
〃
㈹

ね　
　
　
　
　
　
　
四
月
以
後
に
生
ま
れ
た
人
は
誕
生
日
の
月
に

し
押
印
の
う
え
、
町
長
の
証
明

を
受
け
て
、
二
月
十
五
日
ま
で

に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
今
回
の
現
況
届
か
ら
、
一
、

二
、
三
月
生
ま
れ
の
方
は
二
月

十
五
日
ま
で
に
、
四
月
二
日
以

後
に
生
ま
れ
た
方
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
誕
生
日
の
月
の
末
日
が
現

　
国
民
年
金
の
老
齢
年
金
（
通
算
老

齢
年
金
含
む
）
の
支
払
い
は
、
社
会

保
険
庁
が
毎
年
皆
さ
ん
の
生
存
を
確

認
し
た
う
え
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
引
き
続
い
て
年
金
を

受
け
る
た
め
に
は
、
年
一
回
、
社
会

保
険
庁
に
生
存
し
て
い
る
こ
と
の
証

明
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
こ
と
を
、
現
況
届
（
国
民
年

金
受
給
者
現
況
届
）
と
い
い
ま
す
。

　
現
況
届
は
、
昭
和
五
十
四
年
二
月

十
五
日
以
前
か
ら
年
金
を
受
け
て
い

る
人
は
、
必
ず
提
出
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
現
況
届
の
用
紙
（
ハ
ガ
キ
）
は
、

一
か
月
前
ご
ろ
ま
で
に
、
社
会

保
険
庁
か
ら
受
給
者
あ
て
に
郵

送
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
は
、
そ

の
用
紙
に
住
所
、
氏
名
を
記
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

況
届
の
提
出
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
こ
の
人
た
ち
に
は
、

二
月
ま
で
に
現
況
届
の
用
紙
は
届
き

き
ま
せ
ん
が
ご
心
配
な
く
。

　
そ
れ
ぞ
れ
、
一
か
月
前
こ
ろ
に
は

届
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
況
届
が
期
限
ま
で
に
提
出
さ
れ

な
い
と
、
引
き
続
い
て
年
金
を
支
払

っ
て
よ
い
か
ど
う
か
の
判
断
が
つ
き

ま
せ
ん
の
で
、
届
が
提
出
さ
れ
る
ま

で
の
間
、
年
金
の
支
払
い
を
一
時
差

し
止
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
用
紙
が
届
か
な
い
場
合
に

は
、
役
場
の
年
金
係
に
備
え
て
あ
り

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

老齢年金を受けている人は

　　忘れずに現況届を出しましょう。

へ
敷

、

欝鰻
聖

期限は2月15日

◎忘れますと年金の支払いがおくれます。
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第
七
回
の
町
議
会
定
例
会
は
、
旧
う
？
†
七
日
か
ら
二
十
一
一

日
ま
で
、
六
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
審
議
事
項
は
、
五
十
三
年
度
町
会
計
の
決
算
、
条
例
改

正
、
五
十
四
年
度
の
補
正
予
算
、
町
政
に
対
す
る
一
般
質
問
な

ど
で
す
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
決
算
内
容
に
つ
い
て
は
、
別
掲
と

し
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
ほ
か
の
主
な
こ
と
が
ら
を
、

か
い
つ
ま
ん
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

特
別
功
労
表
彰
に

小
林
申
一
・
高
橋
茂
雄
の
両
氏
を

　
ま
ず
、
条
例
改
正
は

◎
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
、

（
冬
期
保
安
要
員
の
報
酬
を
月
額
九
万

円
か
ら
十
万
円
に
改
正
）

◎
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

◎
分
担
金
条
例
　
の
三
件
で
す
。

　
ご
の
議
会
で
は
、
町
表
彰
条
例
に
基

づ
く
特
別
功
労
者
と
し
て
、
小
林
申
一

さ
ん
、
高
橋
茂
雄
さ
ん
の
お
二
人
を
表

彰
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
魚
沼
地
域
広
域
的
水
道
整
備

計
画
に
同
意
の
ほ
か
、
第
一
二
次
川
西
町

総
合
開
発
計
画
の
基
本
構
想
に
つ
い
て

も
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
補
正
予
算
は
、
職
員
の
給
与

改
定
な
ど
か
ら
、
各
会
計
に
わ
た
り
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
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特
別
功
労
者
の
略
歴

小
林
申
一
（
木
島
・
五
十
九

　
歳
）
町
議
会
議
員
と
し
て
十
二
年
、

　
町
消
防
団
員
と
し
て
三
十
一
年
間

　
と
、
長
期
に
わ
た
り
町
政
進
展
に

　
尽
力
、
こ
の
間
、
議
会
議
長
、
副

　
議
長
、
消
防
団
長
、
副
団
長
な
ど

　
の
要
職
に
従
事
さ
れ
、
地
方
自
治

　
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
た
も
の
。

高
橋
茂
雄
（
坪
山
・
八
十
一

　
歳
）
千
手
町
議
会
議
員
、
川
西
町

　
議
会
議
員
と
し
て
通
算
十
一
年
、

　
こ
の
間
議
長
、
副
議
長
を
歴
任
さ

　
れ
た
ほ
か
農
業
委
、
消
防
団
長
、

　
土
地
改
良
区
理
事
な
ど
で
活
躍
。

　
わ
け
て
も
土
地
改
良
事
業
に
は
格

　
別
の
情
熱
を
そ
そ
ぎ
、
十
八
年
七

　
か
月
に
わ
た
り
理
事
を
務
め
ら
れ

　
る
な
ど
、
そ
の
業
績
が
著
る
し
か

　
っ
た
も
の
。
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こ
の
う
ち
一
般
会
計
は
、
九
千
四
百

万
円
を
追
加
し
て
、
二
十
六
億
五
千
八

百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
追
加
さ
れ
た
大
き
な
も
の
は
、
・
仙

パ田
保
育
園
の
車
庫
建
設
費
、
・
新
農
構

特
認
事
業
補
助
金
、
・
国
県
道
工
事
負

担
金
、
道
路
改
良
舗
装
工
事
、
・
川
西

中
理
科
室
改
修
工
事
、
・
災
害
復
旧
工

事
費
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

水
田
再
編
対
策

な
ど
に

　
四
議
員
が
ー

若
山
三
郎
議
員
　
○
水
田
利
用
再
編
対

策
の
取
組
み
に
つ
い
て

根
津
町
長
　
ま
も
な
く
県
か
ら
配
分
通

知
が
来
る
が
、
集
団
転
作
を
中
心
と
し

た
指
導
の
よ
う
で
あ
る
。
か
な
り
厳
し

い
内
容
と
聞
い
て
い
る
が
、
二
十
六
日

に
対
策
協
議
会
を
開
い
て
、
少
し
で
も

有
利
な
方
法
で
こ
の
消
化
に
取
組
み
た

い
α
ま
た
、
限
度
数
量
の
配
分
に
つ
い

て
は
、
共
済
の
加
入
面
積
で
な
く
細
目

書
面
積
に
よ
っ
て
い
る
の
で
、
あ
る
程

度
公
平
が
は
か
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。

登
坂
茂
議
員
　
○
水
田
利
用
再
編
対
策

に
つ
い
て

根
津
町
長
　
川
西
町
の
配
分
面
積
は
九

十
ヘ
ク
タ
ー
ル
前
後
と
予
測
し
て
い
る
。

　
植
林
と
か
養
魚
池
と
い
っ
た
永
久
転

作
に
つ
い
て
は
年
限
が
あ
る
た
め
、
そ

れ
ら
が
対
象
か
ら
は
ず
さ
れ
た
時
点
で

は
、
さ
ら
に
こ
の
消
化
が
大
変
で
あ
る
。

こ
う
い
う
時
期
に
、
通
年
施
行
な
り
、

排
水
事
業
な
ど
を
仙
田
地
区
で
有
利
に

進
め
た
い
と
い
う
の
は
、
お
説
の
と
お

り
で
あ
り
努
力
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

戸
田
専
治
議
員
　
○
新
制
作
座
の
公
演

に
つ
い
て
、
〇
五
升
苗
ダ
ム
建
設
中
止

に
係
る
今
後
の
見
通
し
等
に
つ
い
て
、

根
津
町
長
　
○
新
制
作
座
の
公
演
は
、

観
覧
者
が
少
な
く
残
念
で
あ
っ
た
。
こ

れ
は
、
町
、
農
協
、
商
工
会
の
三
者
が

町
民
サ
ー
ビ
ス
の
目
的
で
行
っ
た
も
の

で
あ
る
が
、
入
場
料
を
安
く
し
た
関
係

も
あ
っ
て
赤
字
を
生
じ
て
し
ま
っ
て
い

る
。
こ
の
赤
字
は
、
三
者
に
よ
り
負
担

し
合
う
こ
と
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
今

後
、
こ
の
種
の
も
の
の
主
催
に
つ
い
て

は
、
慎
重
に
検
討
を
し
て
か
ら
に
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

〇
五
升
苗
ダ
ム
の
新
設
は
、
建
設
費
が

著
し
く
巨
額
に
な
っ
て
、
投
資
効
率
か

ら
も
、
水
計
算
の
上
か
ら
も
問
題
が
多

く
、
ま
た
受
益
者
負
担
の
増
古
同
は
同
意

の
点
で
難
色
が
あ
る
の
で
、
県
や
地
元

関
係
者
と
も
再
三
協
議
の
結
果
、
土
地

改
良
区
の
役
員
会
で
、
新
設
で
な
く
、

現
溜
池
の
補
強
工
事
を
申
請
す
る
こ
と

に
決
定
し
た
。
そ
し
て
、
十
月
一
日
代

　
　
　
　
　
　
　
か
ん
ペ
セ

表
役
員
十
名
で
、
完
壁
な
補
強
工
事
の

早
期
実
現
を
県
へ
陳
情
し
た
。
こ
の
工

事
で
も
六
～
七
億
く
ら
い
の
工
事
費
と

な
る
の
で
、
関
係
者
の
同
意
を
得
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
当
面
五
十
五
年
度
工

事
と
し
て
は
、
資
材
運
搬
路
の
舗
装
と
、

北
沢
水
路
の
改
修
が
予
定
さ
れ
、
本
工

事
は
五
十
六
年
度
か
ら
一
二
年
間
ぐ
ら
い

全
国
議
会
議
長
会
か
ら

表
彰
　
山
野
田
の

　
　
　
　
　
　
　
田
中
さ
ん

　
町
議
会
議
員
と
し
て
、
勤
続
三
十

年
以
上
に
及
ぶ
田
中
与
三
郎
さ
ん

（
山
野
田
）
が
、
こ
の
ほ
ど
、
全
国
町

村
議
会
議
長
会
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
同
会
の
創
立
三
十
周
↑

年
を
記
念
し
、
三
十
年
以
上
の
長
期

に
わ
た
り
、
町
村
自
治
の
振
興
発
展

に
寄
与
さ
れ
た
人
に
贈
ら
れ
た
も
の

で
、
県
下
で
は
七
名
の
人
が
受
彰
し

ま
し
た
。

と
考
え
ら
れ
る
。

　
特
に
工
事
期
間
は
、
川
西
ダ
ム
に
よ

っ
て
支
障
の
な
い
よ
う
に
か
ん
が
い
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
（
質
問
に
対
し

答弁がな

か
っ
た
点
や
、
細
部
に
つ
い

て
の
答
弁
は
、
後
日
に
ゆ
ず
る
こ
と
に

し
た
。
）

滋
野
一
郎
議
員
　
○
将
来
の
川
西
町
に

つ
い
て

根
津
町
長
　
将
来
の
川
西
町
、
と
り
わ

け
工
場
誘
致
に
つ
い
て
の
質
間
で
あ
る
。

　
町
の
第
三
次
総
合
開
発
計
画
に
も
い

わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
農
業
を
基
盤
と

し
な
が
ら
、
商
工
業
の
健
全
育
成
と
い

う
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　
経
済
情
勢
の
激
し
い
変
わ
り
方
の
中

で
誘
致
工
場
も
大
変
で
あ
る
と
聞
い
て

い
る
が
、
雇
用
の
促
進
や
過
疎
対
策
な

ど
か
ら
も
、
工
場
を
誘
致
す
る
こ
と
は

最
重
点
の
課
題
と
し
て
取
組
み
た
い
。
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o
，
毒
ゼ

姥
瀞
叢

　
　
　
　
　
　
．
健
聯
｛

勾

ク

，
竃
鱈

　
　
　
　
　
〆
楡

蒼

インタビユーは

小早川トシさん

樋ロトヨさん

欝
．
撃

　
　
戴
轡
ダ

す
。
例
え
ば
、
広
域
事
務
組
合
の
場
合
、
消
防
・
と
畜
場
・
福

祉
セ
ン
タ
ー
を
、
衛
生
施
設
組
合
で
は
、
ご
み
処
理
・
し
尿
処

理
．
火
葬
場
業
務
な
ど
が
広
域
事
業
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
旧
ろ
う
の
一
日
を
さ
い
て
、
主
婦
の
代
表
二
人
か
ら
、
こ
れ

ら
の
施
設
の
訪
問
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

悪
臭
に
い
ど
む
ご
み
・
と
場
の
人
た
ち

広
域
消
防
は
応
援
体
制
も
バ
ッ
チ
リ
〃
”

　
ご
み
焼
却
場
、
し
尿
処
理
場
と
も
、
大
規
模
な
施
設
に
ま
ず
び
っ
く
り
。

ま
る
で
、
工
場
さ
な
が
ら
の
騒
音
、
装
置
な
の
で
す
。
悪
臭
が
強
烈
に
鼻

を
つ
く
の
は
、
わ
た
し
た
ち
が
不
慣
れ
な
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
ご
み
の
排
出
は
、
一
人
一
日
約
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
か
、
四
人
家
族
で
は
、

毎
日
四
キ
ロ
の
ご
み
を
出
す
計
算
で
す
。
中
で
も
、
多
い
の
が
紙
類
、
次

に
台
所
く
ず
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
関
係
と
い
い
、
ピ
ー
ク
は
、
八
月
の
ス
イ

カ
、
枝
豆
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
季
節
だ
と
聞
き
ま
し
た
。

大
き
い
ご
み
は
、
洗
た
く
機
、
冷
蔵
庫
、
テ
レ
ビ
の
ほ
か
、
仏
壇
ま
で

あ
る
と
い
い
ま
す
。
　
「
修
理
を
す
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
使
え
る
も
の
が
い
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

が
鮮
誹

　
　
　
銑
鍵
〆

》
ご
み
焼
却
場
は
、
大
工
場
さ
な
が

　
ら
の
設
備
が
…
…
…

▼
身
を
半
分
に
さ
れ
た
ト
ン
君
の
列

　
　
の
前
で
説
明
を
聞
く
。

》
広
域
事
務
組
合
の
本
部
で

　
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
ウ
ト
ラ
イ

　
ン
を
伺
っ
て
三
…
…
…

広
域
事
務
組
合

　
昭
和
四
十
七
年
四
月
二
十
日
に
発
足
、
業
務

は
、
消
防
、
福
祉
セ
ン
タ
i
、
と
畜
場
。
組
合

を
構
成
す
る
団
体
は
、
十
日
町
市
・
川
西
町
・

津
南
町
・
中
里
村
で
あ
る
。

　
　
　
　
雷

囹
消
防
（
本
部
）
…
…
…
十
日
町
市
に
本
署
を

置
き
、
川
西
町
・
津
南
町
に
分
遣
所
を
も
つ
。

総
職
員
は
七
十
一
名
。
決
算
額
は
約
四
億
五
千

万
円
。
五
十
三
年
度
の
火
災
件
数
は
二
十
四
、

救
急
車
出
動
回
数
は
七
百
件
。

　
　
　
　
穣

囹
消
防
（
川
西
分
遣
所
）
　
…
…
…
…
職
員
数

十
三
名
。
年
間
お
よ
そ
八
千
万
円
で
、
災
害
予

防
、
消
火
、
検
査
、
救
急
業
務
な
ど
に
あ
た
る
。

　
町
消
防
団
員
五
百
五
十
五
名
も
こ
こ
の
所
管
。

ち
な
み
に
、
五
十
四
年
度
の
火
災
件
数
は
四
、

救
急
車
出
動
回
数
は
百
三
十
八
件
で
あ
る
。

　
　
　
　
嬢

囹
福
祉
セ
ン
タ
i
御
陣
荘
（
津
南
町
）
…
…
…

老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
保
養
、
研
修
を
目
的
の

施
設
。
年
間
利
用
者
は
一
万
三
千
八
十
七
人
、

う
ち
川
西
町
民
は
二
十
九
人
。

　
経
費
の
負
担
は
、
地
元
が
六
〇
％
、
残
り
を

他
市
町
村
の
人
口
割
、
均
等
割
な
ど
で
出
し
合

う
。
川
西
町
は
約
七
十
四
万
円
を
負
担
。

　
利
用
率
と
負
担
割
合
い
に
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が

あ
り
、
目
下
検
討
中
と
聞
く
。
利
用
料
金
は
一

人
一
日
百
五
十
円
（
部
屋
代
は
別
）
。

　
　
　
　
穣

囹
と
畜
場
（
十
日
町
市
）
…
…
…
郡
市
内
の
食

肉
は
、
大
半
こ
こ
か
ら
産
出
さ
れ
る
。
従
事
者

は
七
名
。
年
間
と
殺
頭
数
の
一
万
二
千
二
百
二

十
九
頭
は
ほ
と
ん
ど
が
豚
、
や
ぎ
、
牛
は
数
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼



1【5】1”III”””II”IllIllll””1”””“lll”1””IIIII””Illl”III”””IIIIlllllllllmIIll””1”llIII広報かわにし／昭和55年1月10日発行（第三種郵便物認可）

ガ　吏　　　 ワ　λ　薬　日　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ロ’”。・G　　　　　　　　　　航．

叢
鰯

レ

ぐ
消
防
分
遣
所
で
は
、
火
災
や
救
急
車

　
の
出
動
件
数
な
ど
も
伺
っ
て
…
…

輸

　
麟
糠

川
西
町
の
人
の
利
用
は
少
な
い
と
い

う
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
．
．
．
…
：
…
…
一
…
。
…
3
：
…
6
…
融
．
…
：
．
．
…
…
。
…
9
．
：
・
：
…
：
…
・
…
…
：
…
…
：
：
：
：
：
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
5
●

小早川さん

　
何
を
見
て
も

　
　
　
た
だ
び
っ
く
り
－

　
始
め
て
の
見
学
だ
っ
た
ん
で
、
何
を

見
て
も
た
だ
ビ
ッ
ク
リ
。
そ
れ
に
し
て

も
、
こ
う
い
う
万
々
の
お
か
げ
で
、
わ

た
し
た
ち
は
安
心
し
た
毎
日
を
お
く
る

こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
ね
エ
。

　
感
謝
の
気
持
と
と
も
に
、
わ
た
し
た

ち
で
で
き
る
こ
と
は
、
進
ん
で
協
力
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
し
み
じ
み
思
い

ま
し
た
。

　
と
っ
て
も
よ
い

　
　
　
　
　
勉
強
に

　
広
域
行
政
な
ん
て
、
何
の
こ
と
か
全

く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
の

訪
問
で
と
て
も
よ
く
理
解
で
き
ま
し
た
。

　
や
っ
ぱ
り
、
従
事
者
の
皆
さ
ん
に
は

頭
の
さ
が
る
思
い
で
す
。

　
こ
う
い
う
機
会
を
で
き
る
だ
け
多
く

も
っ
て
、
大
勢
の
人
た
ち
か
ら
理
解
し

て
い
た
だ
け
る
な
ら
、
と
思
い
ま
す
。　樋口さん

し
●

○。D・．＿＿．．．＿．＿．．．。‘．＿＿■，

／

ぱ
い
あ
り
ま
す
よ
。
ま
る
で
人
生
の
縮
図
を
見
る
よ
う
で
す
已
と
は
処
理

場
の
人
の
話
で
す
。
な
お
、
ご
み
出
し
の
注
意
点
と
し
て
次
の
こ
と
を
き

つ
く
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

◎
水
分
の
多
い
ご
み
は
、
必
ず
水
切
り
を
し
て
か
ら
出
す
こ
と
。

◎
燃
え
る
も
の
燃
え
な
い
も
の
を
、
絶
対
に
混
同
し
な
い
こ
と
。

　
さ
て
、
し
尿
処
理
の
現
場
で
は
、
パ
ン
ツ
や
衣
類
の
混
入
が
と
て
も
多

い
の
だ
そ
う
で
す
。
で
す
か
ら
、
破
砕
機
を
使
っ
て
細
か
く
し
て
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
工
程
を
通
し
、
信
濃
川
に
放
流
す
る
の
だ
と
い
い
ま
す
。

　
で
も
、
完
全
消
毒
、
殺
菌
な
ど
を
経
て
放
流
さ
れ
る
も
の
な
の
で
、
心

配
な
い
と
聞
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
穣

　
さ
す
が
、
消
防
本
部
の
設
備
類
は
す
ご
い
も
の
で
す
。
火
災
、
救
急
活

動
は
、
一
分
一
秒
を
争
う
こ
と
だ
け
に
、
完
備
さ
れ
た
設
備
と
職
員
の
規

律
あ
る
態
度
に
は
目
を
み
は
り
ま
す
。

　
威
容
な
顔
つ
き
で
並
ぶ
工
作
車
、
は
し
ご
車
、
…
…
…
広
域
行
政
の
お

か
げ
で
、
各
市
町
村
と
も
応
援
体
制
も
完
全
だ
と
聞
い
て
安
心
。
で
も
、

や
っ
ぱ
り
、
わ
た
し
た
ち
の
日
ご
ろ
の
心
が
け
が
第
一
で
す
ね
。

　
分
遣
所
で
は
、
過
去
二
十
年
の
火
災
件
数
や
原
因
も
聞
き
ま
し
た
が
、

ト
ッ
プ
は
や
は
り
ス
ト
ー
ブ
で
し
た
。
注
意
し
た
い
も
の
で
す
。

　
分
遣
所
で
は
無
線
を
、
と
っ
て
も
重
宝
し
て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。

非
常
体
制
や
救
急
人
を
運
ぶ
車
に
は
、
欠
か
せ
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

さ
て
、
と
畜
場
は
、
お
正
月
を
前
に
大
忙
が
し
で
、
内
部
施
設
の
見
学
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
大
型
冷
蔵
庫
の
並
ぶ
そ
の
前
に
は
、
皮
を
は
が
れ
、
身
を
半
分
に
さ
れ

た
ト
ン
（
豚
）
君
の
あ
わ
れ
な
姿
が
列
を
つ
く
り
ま
す
。
そ
っ
と
内
部
を
の

ぞ
く
と
、
内
臓
を
洗
う
入
、
頭
を
始
末
す
る
人
…
…
…
悪
臭
の
た
だ
よ
う

中
で
一
心
不
乱
の
作
業
で
す
。

　
ま
も
な
く
、
と
場
に
入
る
ト
ン
君
は
、
身
の
あ
わ
れ
も
知
ら
ず
エ
サ
を

求
め
る
風
情
。
一
隅
に
あ
る
”
獣
魂
碑
”
に
思
わ
ず
頭
が
さ
が
り
ま
し
た
。

　
津
南
町
に
あ
る
福
祉
セ
ン
タ
ー
御
陣
荘
は
、
や
は
り
距
離
的
な
こ
と
が

致
命
傷
で
し
ょ
う
か
。
温
泉
あ
り
、
百
畳
の
大
広
間
あ
り
の
た
の
も
し
い

保
養
施
設
な
ん
で
す
が
…
…
…
。
川
西
町
の
人
た
ち
の
利
用
が
少
な
い
こ

と
も
う
な
ず
け
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
町
に
も
い
こ
い
の
施
設
が
あ
り
ま
す
の
で
、
　
”
近
く
で
ジ
ョ
ン
ノ
ビ
”

す
る
こ
と
の
方
が
い
い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

＼る
ほ
ど
だ
と
い
う
。
　
一
頭
当
り
千
三
百
円
の
と

殺
手
数
料
を
徴
収
す
る
が
、
不
足
部
分
に
つ
い

て
は
市
町
村
の
負
担
と
な
る
。

衛
生
施
設
組
合

　
ご
み
処
理
は
、
昭
和
四
十
八
年
十
月
一
日
に

発
足
、
四
十
九
年
四
月
一
日
に
は
し
尿
処
理
、

火
葬
場
業
務
も
あ
わ
せ
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
組
合
の
構
成
は
、
十
日
町
市
・
川
西
町
で
あ

る
が
、
し
尿
処
理
は
、
松
代
町
の
委
託
も
受
け

て
い
る
。
従
事
者
は
三
十
一
人
、
（
以
下
、
実
績
、

金
額
等
は
五
十
三
年
度
の
数
字
）

　
　
　
　
穣

囹
ご
み
処
理
…
…
…
年
間
処
理
量
は
約
二
万
二

千
六
百
五
十
九
ト
ン
、
こ
の
う
ち
川
西
町
分
は

四
千
七
百
二
十
六
ト
ン
、
（
内
不
燃
物
二
千
七
百

十
三
ト
ン
）
。
ち
な
み
に
、
一
ト
ン
当
た
り
の

処
理
経
費
は
、
燃
え
る
ご
み
…
…
三
千
十
九
円
、

燃
え
な
い
ご
み
…
…
千
六
百
三
十
円
、
経
費
の

負
担
は
、
十
日
町
市
八
八
％
、
川
西
町
一
二
％

の
割
合
い
で
あ
る
。

　
　
　
　
雷

囹
し
尿
処
理
…
…
…
十
日
町
市
・
川
西
町
・
松

代
町
の
総
人
口
六
万
七
千
六
百
七
十
五
人
中
約

八
○
％
を
処
理
。

　
年
間
処
理
量
は
二
万
六
千
三
百
四
十
九
キ
ロ

リ
ッ
ト
ル
に
及
ぶ
。
川
西
町
は
お
よ
そ
四
千
キ

ロ
リ
ッ
ト
ル
で
あ
る
。

　
こ
の
経
費
は
、
松
代
町
五
％
、
残
り
九
五
％

の
う
ち
、
八
八
％
を
十
日
町
市
が
、
一
二
％
を

川
西
町
が
負
担
す
る
。

　
　
　
　
魯

囹
火
葬
場
…
…
…
十
日
町
市
・
川
西
町
の
負
担

割
合
い
は
ご
み
と
同
じ
。

　
参
考
ま
で
に
、
仏
様
一
人
に
対
す
る
経
費
は
、

五
十
リ
ッ
ト
ル
の
重
油
が
必
要
で
約
三
千
円

（
大
人
の
場
合
）
。
現
在
、
火
葬
場
使
用
料
は
千

八
百
円
の
徴
収
で
あ
る
。
ほ
か
に
霊
き
ゅ
う
車

使
用
料
は
、
十
キ
ロ
以
内
千
三
百
円
。
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例
年
、
こ
の
月
に
は
、
町
会
計
の
決

算
の
模
様
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
、
五
十
三
年
度
の
一
般
会
計

ほ
か
六
つ
の
特
別
会
計
の
決
算
が
、
先

月
終
わ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
主
な
こ

と
を
掲
載
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
い
わ
ば
、
一
万
町
民
の
家
計
簿
と
も

い
わ
れ
る
も
の
、
そ
の
概
要
だ
け
で
も

ご
理
解
い
た
だ
け
た
ら
と
考
え
ま
す
。

　
歳
出
の
五
七
％
は

　
　
　
　
　
　
　
　
投
資
的
な
支
出

　
五
十
三
年
度
の
歳
出
決
算
額
は
、
五
十
二
年
度
よ
り
四
一
・

二
％
も
伸
び
る
大
型
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
ご
承
知
の
よ
う
に
、
こ
の
年
は
、
町
民
体
育
館
の
建
設
と
い

．
つ
大
事
業
に
加
え
、
千
手
小
、
上
野
小
な
ど
の
建
設
が
順
調
に

行
わ
れ
た
と
き
で
す
。
こ
の
た
め
、
歳
出
の
ト
ッ
プ
は
教
育
費

が
し
め
、
決
算
額
全
体
の
三
〇
・
七
％
と
な
り
ま
し
た
。
教
育

費
を
前
年
度
決
算
と
比
較
す
る
と
四
六
・
一
％
の
伸
び
で
す
。

　
教
育
費
に
次
い
で
大
き
い
の
は
、
二
次
構
、
モ
デ
ル
事
業
な

ど
を
含
む
農
林
水
産
業
費
で
、
全
体
の
一
四
・
二
％
。
以
下
、

総
務
費
一
四
・
一
％
、
土
木
費
一
〇
・
一
％
、
民
生
費
の
八
・

四
％
と
続
き
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
詳
細
は
、
歳
出
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
が
、
全
体

で
の
特
徴
点
は
、
投
資
的
経
費
（
建
設
事
業
等
）
が
、
全
体
の

五
七
・
六
％
を
し
め
て
い
る
こ
と
で
す
。
　
（
五
十
二
年
は
四
二

・
八
％
）
消
費
的
経
費
は
少
な
く
、
投
資
的
経
費
は
大
き
く
、

と
の
健
全
財
政
の
趣
旨
に
そ
っ
て
、
積
極
的
に
事
業
に
取
組
ん

だ
の
が
五
十
三
年
度
で
し
た
。

　
　
年
々
大
き
く
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
依
存
財
源

　
歳
入
歳
出
の
差
引
き
で
は
、
実
質
的
な
黒
字
が
三
千
九
百
三

十
七
万
九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
事
業
を
積
極
的
に
進
め
、
か
つ
黒
字
決
算
と
い
う
こ
と
は
、

大
変
う
れ
し
い
こ
と
な
の
で
す
が
、
手
ば
な
し
で
喜
べ
な
い
面

も
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
本
来
で
す
と
、
歳
入
は
、
自
主
財
源
の
町
税
に
大
き
く
期
待

を
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
こ
こ
数
年
の
景
気
停
滞
を
反
映
し

て
、
前
年
よ
り
一
〇
％
程
度
し
か
伸
び
て
い
ま
せ
ん
。

　
当
然
、
地
方
交
付
税
や
国
県
の
お
金
に
大
き
く
依
存
す
る
ご

と
に
な
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
不
足
す
る
部
分
は
、
町
債
に
頼
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
借
金
で
あ
る
町
債
が
、
前
年
よ
り
六
十
九

％
も
伸
び
て
い
ま
す
。

　
黒
字
は
出
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
か
げ
に
は
、
大
き
な
借
金
の

伸
び
が
あ
っ
た
と
い
う
の
が
実
態
で
も
あ
る
の
で
す
。

　　　　　　　　　　　　　総務費378，（耳5千円

　　　　　　　　　　　〉町営野球場用地買収・造成

　　　　　　　　　　　49，（〉48〉高校校長住宅用地造

　　　　　　　　　　　成2，5001〉高校用地整備関連工

　　　　　　　　　　　事2，2291〉浦佐駐車場用地買収

　　　　　　　　　　　5，0001〉中屋敷宅地造成用地買

　　　　　　　　　　　収3，1餌〉広域事務組合負担

ii器・藝．箋難難鑑驚蓄臼，4・810》マイク・バス購入職

　　　　　　　　　　　レ仙田地区広報無線建設21，237

鰹
騒

『
鷲
鋤
鍵

　
　
　
　
蘇

　
　
　
　
欝

　
　
　
　
　
　

　
　
　
欝

　
　
　
欝

　
　
　
繍
．
綴徽

欄

A
訟

農林水産業費391，351千円
〉基盤整備補助5，000〉土地整

備補助2，留51〉水田利用再編特

別交付金8，312》二次構補助
33，826レ地域農政特対補助
30，2留〉特産営農団地葉たば

こ近代化補助5，561》野口集落

センター整備補助3，000》モデ

ル町道整備62，544レ同農村公

園整備15，740〉同排水路整備

Z222〉同防火水槽6，330〉林
道開削40，350〉造林43，350

謹

灘

熊．

▲浦佐駅前に購入した町の駐車場

　　　（鉄塔の建つ付近）

£に北の湖一行を招いて

消防費8q795千円

レ広域消防負担74，782

1〉災害弔慰金（2件）

　　　　　　2，750

諸支出金

　　　23650千円

1〉教員住宅譲受代金

18，650

災害復旧費

　　　1828菊千円
1〉農林水産施設（94か所）

1（π147レ公共木木施設

（34か所）44，448

公債費159，147千円

1〉元金6Z213》利子

91，9訓

樽

衛生費

　　　96，647千円

騒　1〉衛生施設組合負担3L飢2

臨　　l〉水道事業繰出12，500

　

鰯
　　1〉簡易水道繰出2，500

　　》各種検診等委託4，676
購

：
韓

職
・xF　ノ．　5　ン
“　、窃謡　室
　吃轟1岱　，寝皇

主費

　　225674千円

1社会福祉協議会補助

10〉県障医療費扶助

）9〉老人医療費扶助

io1

▲保健衛生大会で婦人の貧血検査
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町民1人当りは………？
灘『叢灘懸．．灘

＼一㌦線影〆一一一・〆瞳

　　　　　　壌！
　　　　　　　　　このグラフは、歳出総額の1人当りと

　　　　　　　　歳入のうちの自主財源の1人当り金額を

比較したものです。

単純な比較ですが、2∈

経費中、町が自力で集め

自主財源は52，687円、こ

852円は、地方交付税な

歳　出 存しています。つまり全

財源です。
263，539円

●　　9●　　●●　　．　　　　　　●
。●

歳入のうち
自主財源

壽
ぐ・
1
ζ

懇獺繕

鍼欝欝鞭

　轍醗繋

礁　灘

欝謹鰹顯
雛懸懸繍

麟灘撃難懸霜

　　1欝』』1繍繍、

歳 入

2，735，777千円

　　　　　　蘂繊鑛嚢
籔纏麟

鑛慧，薯礁囎

　縫盤灘欝

欝 鐵

灘護糞鱒懇鶏

　縫馨鱒鱒

．霧購難鱒、

　1織奄魏、簸．

ぎ“鞠㌦
歳出総額

2，689，680千円

一蜘齢蝦＿職㈱嚇ノ1．

▲　県下屈指の体育館が完成。

　　教育費826，633千円

　1〉千手小校舎建設・設計gq349

鱗》上野小屋体建設5亀270　〉橘

　小グラウンド整備24001〉高倉

　小グラウンド造成a2◎O　l〉川西

　中床張替1a5㏄1レ同スクール

　バス委託Z876》・仙田給食棟建

　設22，（U7〉体育館建設・設計

　監理432323》同備品購入1ZOO3
繍

▲川西ダムの地巨

議会費

　　35132千円

商工費　1q885千円

レ商工会補助51（U）》同会

館建設補助2，200

i土木費272，875千円

雛
簿
　
　
　
縁

　　　〉国県道工事負担23，231
　
㎜　　　〉町道新設改良工事（30

　　　か所）174，158》同関連

　　　用地買収（16か所）2ゆ00

　　　レ同物件補償3，1331〉雪

　　　害対策18，386》南沢川改

　　，修工事10，491

耀・

照　鼎蝋
煕
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ズ

噂
フ
　
　
　
ソ

メ
↑
，

力
　
身

　
0

》町体育協会のシンボルともなるこ協会章ミ

が決まりました。

　このマークは、応募総数7◎点の中から選

ばれたもので、制作者は神社町の春日幸子

さんです。

　早速・正月マラソン開会前に、この披ろ

うと表彰式が行われました。“

ミ第3次川西町総合開発計画ミの答申

　川西町の将来はいかにあるべきか。町の将来

像を描く第3次の総合開発計画の答申が、先月

8日に行われました。

　これは、第1次・第2次計画の伸長と補完を

含め策定されたもので、基本構想では、昭和65

年を目標につくられています。

　町では、いずれ機会をみて、この計画の概要

を皆さんにお知らせする予定です。

〈
今
年
の
正
月
マ
ラ
ソ
ン
は
￥
一
片
の
雲
も
な
い
快
晴

　
の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
約
ニ
ニ
○
人
・

　
新
年
の
ス
タ
ー
ト
は
、
そ
う
快
な
う
ち
に
切
ら
れ
ま

　
し
た
。

諜　蘇

▲分遣所職員たちが、火災予防のキヤンペーンを兼ねた

　マラソン大会です。今年は無火災でありますように・・

ご協力を！！

二
月
一
日
に

　
●
●
O
●
　
●
　
●
　
●
●
　
●
　
●
●
●
●
●
●
　
9
　
●
　
o
　
●
　
●
●
●
　
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

農
林
業
セ
ン
サ
ス

　
二
月
一
日
現
在
で
農
林
業
セ
ン
サ
ス

が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
五
年

ご
と
に
行
わ
れ
る
も
の
で
、
今
年
が
そ

の
年
に
あ
た
り
ま
す
。

　
調
査
の
目
的
は
、
農
林
家
戸
数
、
土

地
面
積
、
農
業
機
械
等
の
農
林
業
資
源

総
量
を
は
握
し
、
農
政
推
進
上
や
生
活

環
境
等
の
諸
計
画
を
策
定
す
る
大
切
な

資
料
と
な
る
も
の
で
す
。

　
今
回
の
調
査
で
は
、
農
業
部
門
と
林

業
部
門
を
併
せ
て
実
施
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

実
査
の
対
象

◎
農
業
部
門

．
所
有
耕
地
面
積
十
ア
ー
ル
（
一
反
）

以
上
か
、
過
去
一
年
間
の

農
産
物
販
売
額
が
十
万
円

以
上
の
ど
ち
ら
か
の
世
帯

（農家

調
査
）

・
農
家
以
外
で
、
過
去
一

年
間
の
農
産
物
販
売
額
が

十
万
円
以
上
の
会
社
、
協
業
経
営
、
組

合
等
の
事
業
体
（
農
家
以
外
の
農
業
体

調
査
）

◎
林
業
部
門

．
農
家
で
あ
っ
て
、
保
有
山
林
面
積
が

十
ア
ー
ル
以
上
、
非
農
家
林
家
で
あ
っ

て
、
保
有
山
林
面
積
が
一
ヘ
ク
タ
ー
ル

以
上
の
世
帯
（
林
家
調
査
）

・
林
家
以
外
で
保
有
山
林
面
積
が
一
ヘ

ク
タ
ー
ル
以
上
の
会
社
、
社
寺
、
共
同

組合

等
の
事
業
体
（
林
家
以
外
の
林
業

事
業
体
調
査
）
で
す
。

　
調
査
員
が
、
二
月
一
日
前
後
に
お
伺

い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

設開
『

“
暴
力
団
の

　
　
民
事
事
件
相
談
窓
ロ
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
警
，
察
署

　
皆
さ
ん
の
中
で
、
暴
力
団
に
よ
る
借

金
取
立
て
、
交
通
事
故
の
示
談
交
渉
な

ど
の
際
に
、
お
ど
か
さ
れ
た
り
、
無
理

に
契
約
書
を
書
か
さ
れ
た
り
し
て
困
っ

て
い
る
方
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
こ
の
よ
う
に
、
暴
刀
団
の
民
事
事
件

に
介
入
し
た
犯
罪
が
多
く
な
っ
て
き
た

た
め
、
犯
罪
の
摘
発
と
皆
さ
ん
を
守
る

か
ら
》

立
て
に
あ
っ
た
方
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
遭
遇
し
て
い
る
人

を
知
っ
て
い
る
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
　
相
談
窓
口
の
あ
る
所
、

〇
十
日
町
警
察
署
（
二
⊥
三
七
一
内

線
二
四
〇
）
、
広
田
捜
査
課
長

○
本
部
捜
査
第
二
課
暴
力
団
関
係
（
新

　
潟
〇
二
五
二
・
二
ー
二
四
二
四
）

た
め
、
県
警
と
十
日
町
警

察
署
で
は
次
の
よ
う
に
相

談
窓
口
を
つ
く
り
ま
し
た
。

直
接
暴
力
団
に
よ
り
お

ど
か
さ
れ
て
い
る
方
、
取

　
　
　
親
せ
き
や
知
人
で
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簿

懸纈

歳末たすけあい

．ご協力に感謝

　
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
に
は
、
た
く

さ
ん
の
ご
協
力
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
目
標
額
七
十
万
円
に
対
し
、
総
額
七

十
万
八
千
三
百
二
十
円
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
中
に
は
、
千
円
以
上

の
寄
付
を
し
て
く
れ
た
人
が

二
十
一
名
、
ほ
か
に
、
窓
口

募
金
と
し
て
、
四
名
の
方
か

ら
一
万
六
千
円
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
温
か
い
お
金
は
、

町
内
の
生
活
保
護
世
帯
を
始

め
、
母
子
世
帯
、
ね
た
き
り

老
人
な
ど
、
二
百
三
十
七
件

の
方
々
に
、
そ
れ
ぞ
れ
配
分

い
た
し
ま
し
た
。

赤
い
羽
根
は

　
　
一
二
〇
％
の
達
成
率

　
一
方
、
十
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
展
開
さ
れ
た
“
赤
い
羽
根
共

同
募
金
”
の
成
果
は
、
総
額
九
十
万
四

　次により保母を募集します。

※勤務場所　町立保育園

※募集人員　若干名

※応募条件　保母資格取得者または3月中

　　　　　　に取得見込みの人

※応募しめ切り　1月25日

※応募方法　・履歴書・身上書（市販用紙

　　　　　　　使用）

　　　　　　・学業成績証明書（最終学校

　　　　　　　分、在学中の人は、最終学

　　　　　　　期分）

　　　　　　・所有免許状の写または取得

　　　　　　　見込み証明書

　上記各1通を役場総務課へ提出のこと。

※選考2月中（後日通知）

千
五
百
四
十
八
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
目
標
額
は
七
十
四
万
九
千
円
で
し
た

の
で
、
一
二
〇
・
八
％
の
達
成
率
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
お
金
は
、
い
っ
た
ん
県
に
納
入

し
ま
す
が
、
五
十
五
年
度
の
町
社
会
福

祉
協
議
会
の
活
動
費
と
し
て
配
分
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

香
典
返
し
な
ど

　
　
　
ぞ
く
ぞ
く
と

　
次
の
と
お
り
た
く
さ
ん
の
善
意
が
社

会
福
祉
協
議
会
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

※
母
操
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
南
雲
教

さ
ん
（
中
仙
田
）
か
ら
一
二
万
円
。

※
父
利
平
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
相
崎

利
作
さ
ん
（
沖
立
）
か
ら
二
万
円
。

※
父
初
太
郎
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
羽

鳥
初
義
さ
ん
（
中
屋
敷
）
か
ら
六
万
円
。

※
父
愛
蔵
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
丸
山

政
勝
さ
ん
（
高
原
田
）
か
ら
一
二
万
円
。

※
母
セ
ツ
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
丸
山

仁
吉
さ
ん
（
下
原
）
か
ら
五
万
円
。

※
父
信
治
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
田
口

博
さ
ん
（
木
落
）
か
ら
一
二
万
円
。

※
父
儀
太
郎
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
星

名
義
一
さ
ん
（
高
原
田
）
か
ら
二
万
円
。

※
中
仙
田
の
龍
巳
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
か
ら

交
通
安
全
聖
観
世
音
に
寄
せ
ら
れ
た
浄

財
一
万
一
千
三
円
に
、
自
己
出
費
分
を

あ
わ
せ
一
万
五
千
円
を
、
交
通
安
全
の

た
め
に
と
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

勤
労
学
生
の
募
集

　
　
－
十
日
町
高
校

　
　
　
　
　
　
定
時
制
か
ら
ー
1

　
十
日
町
高
等
学
校
定
時
制
で
は
、
い

ま
、
働
き
な
が
ら
学
び
た
い
と
意
欲
に

も
え
て
い
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
百
三
十
名
の
生
徒
が
勉
学
に

励
む
こ
の
定
時
制
は
、
こ
れ
ま
で
に
三

千
九
百
二
十
名
の
卒
業
生
を
お
く
り
出

し
た
伝
統
あ
る
高
校
で
す
。

　
一
般
的
な
教
養
を
身
に
つ
け
た
い
け

れ
ど
も
、
勤
務
そ
の
他
の
都
合
で
昼
間

　
（
ぐ
　
　
（
ξ
（
ぐ
ぐ
5
》

新
し
い
嘱
託
員

　
　
　
　
　
…
…
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

【
千
手
地
区
】

○
中
島
町
・
小
林
義
春
、
○
山
野
田
・

田
村
才
一
郎
、
○
発
電
所
通
り
西
・
田

中
軍
平
、
○
発
電
所
通
り
東
・
田
村
二

男
、
o
永
久
公
舎
・
清
水
利
和
、
○
栄

町
・
南
雲
一
郎
、
○
山
野
田
住
宅
・
関

口
直
平
、
○
朝
日
町
・
小
柳
正
義
、
〇

四
郎
兼
・
平
野
卓
臣
、
○
東
善
寺
・
高

橋
一
男
、
○
上
町
・
平
野
正
義
、
○
中

央
町
・
柄
沢
光
雄
、
○
田
中
町
・
太
田

治
平
、
o
神
社
町
・
杉
山
茂
、
○
学
校

町
・
五
十
川
庚
平
、
o
中
屋
敷
・
高
橋

藤
吉
、
○
寺
尾
・
南
雲
信
治
、
○
木
島

中
条
平
吉
、
○
沖
立
・
柄
沢
悌
二
、
o

伊
友
・
村
山
義
雄
、
○
高
原
田
・
丸
山

政
勝
、
o
坪
山
・
中
村
清
吉
、
○
霜
条

蔵
品
完
三
、
○
鶴
吉
・
田
村
又
司
、
o

登
校
で
き
な
い
と
い
う
人
は
、
こ
の
定

時
制
高
校
へ
通
学
さ
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

囹
募
集
人
員

囹
願
書
受
付
け

囹
出
願
手
続
き

囹回
就試
業験
康日

四
〇
名

二
月
一
日
～
二
月
七

日
ま
で

入
学
願
書
、
調
査
書

を
出
身
校
経
由
で
提

出
の
こ
と
。

三
月
十
七
日

四
か
年

　
詳
細
は
十
日
町
高
等
学
校
定
時
制
中

心
校
（
二
ー
三
五
七
六
）
ま
で
ど
う
ぞ
。

‘
（
ノ
曳
（
（
（
ぐ
ぐ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
5
（

木
島
公
舎
・
藤
田
哲
也

【
上
野
地
区
一

〇
三
領
・
高
橋
信
一
、
○
小
根
岸
・
小

海
梅
太
郎
、
○
教
員
住
宅
・
根
津
芳
雄

【
橘
地
区

○
木
落
・
小
幡
正
、
o
寺
ケ
崎
・
星
名

兼
松
、
o
塩
辛
・
藤
巻
博
、
○
仁
田
・

水
落
則
吉
、
○
野
口
・
村
越
家
和
、
○

原
田
・
丸
山
康
一
、
○
根
深
・
丸
山
和

徳
、
o
下
平
・
田
中
義
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

！停電の
！　　　　　。
1　φをρり
旨

！　・1月17日　（木）

　9時～午後1時ま
り

1谷・岩瀬・大倉・
きム

豊　　・小白倉．
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心
配
ご
と
相
談

・
1
月
23
日
：

・
1
月
3
0
日
－

●
2
月
6
日
：

・
2
月
1
3
日
・
・

・
…
…
総
合
セ
ン
タ
ー

●
●
。
・
●
●
・
　
　
　
〃

・
…
…
上
野
連
絡
所

・
…
…
橘
出
張
所

　
　
　
ア

　
舗
叢
㎜
磁
曲
癬
叢
獲
嚢

※
鶉
簿
饗
墾
霞
騨
瞬
．
難
麹
＠
翻

羨
灘
鎌
霊
翻
麟
鰻
籔
⑳
嬢
鱒

　
譲
灘
難
　
騰
羅
鑛
麟
灘
懸
㈱
醗
磁

灘灘蟹

懸
懸
鎌
。

　
叢
莚
叢
鞭
灘
擦
難
欝
難
懸
繋
磯
饗

難
麟
纐
鐵
叢
難
叢
難
蕊
馨
糞
雛
懸
鑛

嬢
諜
鎌
．

嚢駿．

簸

塾1

～’，

壁∴

謬
　しリ　ロ

訪

　
“
お
ば
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
。
”

文
字
で
書
き
表
わ
す
と
ご
く
あ
た
り

ま
え
の
こ
と
ば
で
す
が
、
あ
の
し
り

上
が
り
の
親
し
み
の
あ
る
い
い
ま
わ

し
ー
、
い
い
で
す
ね
エ
。

　
私
は
仕
事
の
関
係
で
地
方
へ
の
出

張
が
多
く
、
そ
の
地
方
の
土
地
の
人

と
話
す
機
会
が
多
い
の
で
す
が
、
実

に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
ば
づ
か
い
が
あ

り
ま
す
。
私
は
こ
の
方
言
が
と
て
も

好
き
で
す
。

　
東
京
は
、
全
国
各
地
方
の
人
た
ち

の
寄
り
集
り
と
い
っ
て
も
い
い
の
で

す
が
、
こ
こ
で
も
、
こ
の
方
言
に
あ

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
と
り
わ
け
、

生
ま
れ
育
っ
た
川
西
町
の
方
言
は
、

そ
れ
ら
と
比
較
し
て
丁
寧
な
こ
と
ば

づ
か
い
だ
と
感
じ
ま
す
。

　
私
も
田
舎
で
育
っ
た
十
八
年
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
勢
義
篠
曝
壌
、
鍵

心
に
し
み
る
“
方
言
”
　
　
　
　
．
出
身
上
野
　
　
、
隅
．

　
　
／
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
離
町
　
昭
和
2
7
年

　
　
，
ヨ
イ
ヤ
ラ
サ
”
も
大
切
に

　
　
佐
倉
市
松
沢

東
京
へ
来
て
か
ら
の
生
活
の
方
が
長

い
者
で
す
が
、
子
供
の
こ
ろ
身
に
つ

い
た
も
の
は
な
か
な
か
と
れ
ま
せ
ん
。

　
相
手
の
話
す
方
言
ま
じ
り
の
こ
と

ば
、
な
ま
り
や
ア
ク
セ
ン
ト
な
ど
か

ら
、
話
し
て
い
る
う
ち
に
相
手
の
出

身
地
方
が
だ
い
た
い
わ
か
り
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
を
始
め
、
や
や
も
す
れ
ば

う
す
れ
が
ち
に
な
り
、
全
国
画
一
化

さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
ば
づ
か
い
、
方

言
が
減
っ
て
い
く
の
が
寂
し
い
気
が

し
て
な
り
ま
せ
ん
。
私
の
エ
ゴ
で
し

ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
く
　
　
に

　
“
方
言
は
郷
土
の
通
行
手
形
な
り

”
と
昔
よ
り
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

後
々
ま
で
話
し
継
が
れ
て
い
っ
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。

　
大
切
に
し
て
お
き
た
い
も
の
に
、

天
神
ば
や
し
や
盆
踊
り
の
〃
ヨ
イ
ヤ

英
夫
さ
ん
（
四
十
六
歳
）

　
ラ
サ
”
も
あ
り
ま
す
。
盆
踊
り
の
ダ

　
ン
ス
は
味
気
な
く
、
浴
衣
が
け
の
踊

　
り
で
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　
　
田
舎
の
こ
と
ば
が
好
き
で
あ
る
と

　
同
様
に
、
生
活
環
境
も
野
山
や
川
が

　
好
き
で
、
都
心
よ
り
一
時
間
半
、
印

　
幡
沼
が
見
渡
せ
る
佐
倉
市
に
住
み
、

　
勤
め
先
の
日
本
橋
と
は
動
と
静
で
す
。

　
　
毎
月
の
“
広
報
か
わ
に
し
”
を
楽
し

　
み
に
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ま
す
ま

　
す
の
ご
発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
お
詫
び

　
前
号
、
南
日
康
夫
さ
ん
の
文
章
の

で
“
一
九
八
八
年
”
と
い
う
年
代
表

示
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
“
一

九
七
八
年
”
の
あ
や
ま
り
で
し
た
。

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　．趣’　　　　　　　　　　蔓　　　　　　繊　　　学　妻昌繍イ

わ
し
の

　
　
　
　
　
　
自
慢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
録
讐

漁
鴬
呪
悠
．
黄
の
“
瀞
舞
の
聯
箋
融
慨
穐
御
、
駈
．

　
み

　
し
　
　
　
ん

時代の流れを知る楽

ハガキの収集

赤谷　登坂麦平さ

け
て
い
た
の
で
あ
る
が
、

ら
も
う
現
役
を
し
り
ぞ
か
れ
た
と
い
う
。

　
し
ょ
ぼ
く
れ
な
が
ら
、
ふ
と
立
ち
寄

っ
た
と
こ
ろ
が
、
赤
谷
の
青
山
商
店
で

あ
る
。
な
ん
と
は
な
し
に
話
題
を
進
め

る
と
、
　
“
オ
ラ
う
ち
に
古
い
ハ
ガ
キ
が

あ
る
が
見
て
い
が
ね
エ
か
。
”
と
い
う
。

早
速
、
飛
び
つ
い
た
の
は
い
う
ま
で
も

な
い
。

　
物
好
き
が
い
た
も
の
で
あ
る
。
切
手

の
収
集
者
は
あ
っ
て
も
、
古
は
が
き
を

集
め
る
と
い
う
の
は
あ
ま
り
聞
か
な
い
。

　
仙
田
村
役
場
に
勤
め
て
い
た
登
坂
さ

ん
が
、
焼
却
寸
前
の
も
の
を
も
ら
い
受

け
て
保
存
に
努
め
た
の
が
収
集
の
始
ま

　
　
ン
　
　
　
　
の

り
と
し
・
つ

　
一
枚
一
枚
を
丹
念
に
見
る
と
、
大
き

さ
と
い
い
金
額
と
い
い
、
絵
模
様
と
い

い
、
い
ず
れ
も
、
そ
0
時
代
を
反
映
す

　
お
正
月
に

は
、
お
め
で

た
い
話
の
持

ち
主
を
、
と

目
ぼ
し
を
つ

伺
っ
て
み
た

▲収集した古ハガキや

　　　　　　記念パガキの

る
に
た
る
も
の
ば
か
り
だ
。

　
最
も
古
い
も
の
は
、
一
枚
一
銭
、
明

治
十
六
年
の
消
印
が
あ
る
。

　
明
治
、
大
正
、
そ
し
て
、
最
も
数
の

多
い
の
は
、
昭
和
に
入
っ
て
の
戦
前
、

戦
中
の
も
の
と
み
た
。
縦
十
ニ
セ
ン
チ
、

横
七
．
一
セ
ン
チ
、
値
段
は
五
銭
の
表

示
が
あ
る
。

　
年
賀
ハ
ガ
キ
は
い
う
に
及
ば
ず
、
往

復
ハ
ガ
キ
、
暑
中
見
舞
、
ま
た
、
め
ず

ら
し
い
も
の
と
し
て
は
、
最
近
の
も
の

だ
が
、
緑
化
運
動
、
子
供
の
日
成
年
、

敬
老
な
ど
の
記
念
の
ハ
ガ
キ
だ
。
い
ず

れ
も
、
昭
和
三
十
年
前
後
の
も
の
で
あ

る
。
参
考
ま
で
に
、
現
代
の
大
き
さ
に

な
っ
た
の
は
、
昭
和
四
十
二
年
か
ら
の

よ
う
だ
。

　
今
年
は
、
郵
便
料
金
の
値
上
げ
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。

　
収
集
の
楽
し
み
は
、
時
代
の
推
移
を

知
る
と
と
も
に
、
そ
の
人
の
人
生
を
記

録
す
る
こ
と
で
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。

　
記
念
切
手
の
収
集
に
も
余
念
の
な
い

登
坂
さ
ん
で
あ
る
。
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偽
謬
　
町
の
　
3
寓
マ
ラ
ソ
ン
”
が

蕊
超
、
＼
讐
薇
縫
繍
肝
磐
鉾

　
　
　
ー
竃
、
、
、
、
、
＼
　
　
　
　
　
し
た
が
、
と
っ
て
も
好
評
で
、
十
二
月
末
ま

　
　
ヨ
ロ
ヨ
ヤ
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
8
8
ー
亀
、
、
　
　
　
で
に
予
定
の
コ
ー
ス
を
完
走
し
た
人
が
、
四
人
あ
ら
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
し
た
。

東京コースの完走者も

一マイペースで楽しむ

　　　室内マラソンー

、
一
…
騨
2
葡
印
．
｛
．
翰
．
一
一
…
囎
．
．
．
．
9
…
噂
．
．
．
岬
．
一
一
一
．
．
．
一
．
．
一
．
一
．
．
．
．
．
一
．
＝
．
．
．
噌
一
一
葡
一
．
．
．
．
．
．
．
．
．
一
．
．
．
．
．
一
一
．
．
働
．
．
．
．
．
9
甲
．
一
．
り
．
．
一
一
．
戸
．
．
．
．
．
．
．
…
葡
．
．
．
．
．
一
三
．
．
．
一
一
三
輯
．
．
．
一
一
…
一
顧
．
．
一
｛
一
q
．
．
｛
『
．
．
爾
…
。
唱
一
．
一
三
聯
．
3
騨
三
幽
．
．
．
．
一
｛
．
．
一
．
｛
．
噸
り
．
一
…
。
．
り
．
一
｛
一
．
．
一
｛
．
．
．
一
｛
．
．
り
の
三
一
．
．
禰
｛
一
．
．
．
｛
“
廟
．
．
鱒
｛
．
．
．
一
…
。
．
⇔
．
嶋
｛
．
．
一
。
｛
甲
．
．
一
一
三
。
．
．
一
一
…
一
…
ξ
｝
禰
覧
…
ξ
一
一
…
」
一
一
｝
三
一
…
｛
。
。
三
｛
…
o
｛
…
一
｛
…
一
ξ
｝

　
　
　
「

　
　
　
　
　
　
こ
の
室
内
マ
ラ
ソ
ン
、
ル
ー
ル
を
説
明
し
て
み
ま
す
と
、

　
　
ン
周
天
七
メ
ー
ト
ル
の
室
内
ト
ラ
ッ
ク
を
利
用
し
・
自

む
ソ
分
の
走
っ
た
距
離
童
し
ま
す
．
も
ち
ろ
ん
、
毎
日
欠

　
　
　
　
　
か
さ
ず
走
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
都

し
ラ
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
可
能
な
限
り
、
早
く
長
距
離
を
安

け
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、
弥
彦
コ
ー
ス
・
五
〇
キ
ロ

（
ト
ラ
ッ
ク
八
〇
二
周
分
）
、
長
野
コ
ー
ス
・
二
一
五
キ

ロ
（
一
、
一
五
〇
周
）
、
東
京
コ
ー
ス
・
五
三
六
キ
ロ
（

（
二
、
八
六
六
周
）
、
大
阪
コ
ー
ス
、
一
、
〇
六
九
キ
ロ

（
五
、
七
一
七
周
）
、
を
走
っ
た
（
い
ず
れ
も
往
復
）
こ

と
に
な
り
ま
す
。
い
ず
れ
の
コ
ー
ス
も
走
り
終
え
た
と
き

に
は
、
そ
の
努
力
を
た
た
え
、
賞
状
が
お
く
ら
れ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
の
最
高
記
録
は
、
中
村
一
郎
さ

ん
の
東
京
コ
ー
ス
完
走
、
次
に
川
崎
信
夫
先
生
が
続
き
ま

　
　
　
　
　
　
　
す
。
今
も
マ
イ
ペ
ー
ス
で
走
り
続
け
る

こ
の
人
た
ち
で
す
か
ら
、
そ
の
後
か
な

り
記
録
が
更
新
さ
れ
て
い
る
に
ち
が
い

あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
は
ち
ょ
つ
と
中
断
し
て
い
る
人
、

新
規
に
始
め
た
い
と
い
っ
た
人
の
奮
起

の
一
助
に
、
と
完
走
者
の
声
を
聞
い
て

み
ま
し
た
の
で
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

（
お
こ
と
わ
り
・
十
二
月
中
旬
に
弥
彦

コ
ー
ス
を
完
走
し
た
高
橋
進
さ
ん
（
坪

山
）
に
つ
い
て
は
、
都
合
で
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
）

日
三
〇
周

　
　
坪
山
　
　
中

と
て
も
快
調

村
一
郎
さ
ん
（
4
6
歳
）

ジョギングなら

　　長続きします

学校町川崎信夫さん（54歳）

　
長
野
コ
ー
ス
が
終
っ

た
の
は
七
月
の
初
め
で

す
。
も
う
あ
と
三
十
周

で
東
京
コ
ー
ス
も
完
走

す
る
ん
で
す
よ
。

　
エ
エ
、
快
調
で
す
ね

エ
。
ほ
と
ん
ど
毎
日
走

　
オ
レ
ん
の
を
見
て
子
供
た
ち
は
地
固
め
み

た
い
だ
と
い
い
ま
す
。
マ
ラ
ソ
ン
と
い
う
よ

り
ジ
ョ
ギ
ン
グ

な
ん
で
す
ね
。

力
ん
で
走
る

と
疲
れ
も
多
く

な
り
、
自
信
も

失
い
が
ち
で
す

が
、
ジ
ョ
ギ
ン

グ
と
い
う
の
は
、

女
高
生
の
声
援
に
感
激
し
て

　
　
　
木
島
山
賀
春
枝
さ
ん
（
5
6
歳
）

　
マ
ラ
ソ
ン
を
始
め
た
目
的
は
、

節
黒
城
ま
で
歩
い
て
登
る
こ
と

と
、
美
容
と
健
康
を
考
え
て
の

こ
と
だ
っ
た
ん
で
す
。

　
わ
た
し
、
弥
彦
コ
ー
ス
を
完

走
し
た
の
が
九
月
だ
っ
た
ん
で

す
け
ど
、
十
月
に
歩
け
歩
け
大

っ
て
い
ま
す
が
、
一
日
の
ノ
ル
マ
は
三
十
周
を
二
十
五
分
で

走
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
あ
と
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

室
で
バ
ー
ベ
ル
を
あ
げ
た
り
け
ん
す
い
を
し
た
り
…
…
…
…
・

　
お
か
げ
で
、
七
十
五
キ
ロ
も
あ
っ
た
体
重
が
、
今
は
六
十

六
キ
ロ
、
腰
も
九
セ
ン
チ
ほ
ど
細
く
な
り
、
自
分
の
体
が
う

そ
の
よ
う
に
軽
く
な
り
ま
し
た
。

　
最
初
は
や
っ
ぱ
り
き
つ
か
っ
た
で
す
ね
エ
。
で
も
、
体
力

づ
く
り
を
目
ざ
し
、
た
ば
こ
も
や
め
、
酒
も
あ
ま
り
や
ら
な

い
よ
う
に
し
て
頑
張
っ
た
か
い
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は

　
　
　
　
　
　
　
ち
ょ
ロ
つ

大
阪
コ
ー
ス
ヘ
の
挑
戦
で
す
。
エ
エ
、
ず
っ
と
続
け
ま
す
よ
。

気
楽
に
、
話
合
い
な
が
ら
走
る
程
度
の
も
の
で
す
か
ら
、
長

続
き
も
し
、
体
力
づ
く
り
に
な
り
ま
す
。

　
先
日
も
、
若
い
女
の
人
が
二
～
三
周
で
弱
っ
て
い
ま
し
た

が
、
わ
た
し
と
い
っ
し
ょ
に
走
っ
た
ら
、
い
つ
の
間
に
か
十

五
周
も
ま
わ
っ
て
い
た
ん
で
す
よ
。
一
周
を
一
分
く
ら
い
で

走
る
こ
と
で
す
ね
エ
。

　
わ
た
し
が
長
野
コ
ー
ス
を
終
え
た
の
は
七
月
半
ば
で
し
た
。

一
日
に
二
十
周
ま
わ
っ
た
り
、
五
十
周
も
ま
わ
っ
た
り
す
る

と
い
う
不
規
則
な
走
り
方
で
す
が
、
い
く
ら
時
間
を
か
け
て

も
、
大
阪
コ
ー
ス
は
完
走
し
ま
す
。

会
が
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
エ
。
と
っ
て
も
残
念
で
し
た
。

　
一
日
当
り
の
平
均
は
、
十
五
周
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
主

人
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
な
時
間
帯
を
選
ん
で
走
っ
た
ん

で
す
け
ど
、
一
人
ボ
ッ
チ
で
走
る
と
き
も
あ
っ
て
、
そ
ん
な

と
き
は
、
と
っ
て
も
寂
し
い
も
の
で
し
た
。

女
子
高
校
生
の
声
援
を
受
け
て
、
と
っ
て
も
感
激
し
な
が

ら
走
っ
た
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
よ
。
ス
ポ
ー
ツ
を
や
っ
て
い

る
と
き
の
応
援
っ
て
、
本
当
に
大
切
な
こ
と
な
ん
で
す
ね
エ
。

今
は
ち
ょ
っ
と
休
ん
で
い
ま
す
が
、
ま
た
走
り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

f
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贋
レ
ε
ひ

血
圧
の
正
し
い
知
識

シ
リ
ー
ズ
…
…
①

　
　
　
　
メ

　
今
年
の
，
く
ら
し
と
け
ん
こ
う
”

は
、
循
環
器
の
働
き
、
疾
病
・
予
防

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
シ
リ

ー
ズ
も
の
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
循
環
器
と
は
、
心
臓
か
ら
血
液
を

お
く
り
、
血
管
を
通
っ
て
各
臓
器
に

栄
養
素
を
お
く
り
、
不
用
物
を
処
理

し
て
心
臓
に
帰
る
血
液
の
流
れ
の
経

路
を
総
称
し
て
い
ま
す
。

羅霧鞠蝿

2

♂

｛

’

　
血
圧
と
は
…
…
…

　
心
臓
か
ら
血
液
を
お
く

り
出
す
と
き
、
血
管
の
内

壁
に
か
か
る
圧
力
の
こ
と

で
す
。
こ
の
圧
力
は
、
い

ろ
い
ろ
の
原
因
に
よ
っ
て

決
め
ら
れ
ま
す
が
、
中
で

も
一
番
重
要
な
こ
と
は
、

心
臓
か
ら
お
く
り
出
さ
れ

　
　
　
　
　
　
ま
っ
し
ょ
ロ
つ

る
血
液
の
量
と
末
梢
血
管

の
抵
抗
で
す
。

　
最
大
血
圧
と
は
、
心
臓

が
収
縮
し
て
血
液
を
お
く

り
出
し
、
強
く
血
管
壁
に

圧
力
が
か
か
っ
た
と
き
で

す
。

　
最
小
血
圧
は
、
心
臓
が

拡
張
し
て
い
る
の
で
、
血

管
へ
の
抵
抗
も
小
さ
く
な

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
最
大
血
圧
と
最
小
血
圧
の
差

を
脈
圧
と
い
い
、
男
女
と
も
四
〇
～

七
〇
、
・
・
リ
前
後
で
、
年
齢
と
と
も
に

少
し
は
大
き
く
な
っ
て
ゆ
き
ま
す
。

　
正
常
血
圧
と
は
…
…
…

　
血
液
は
生
き
も
の
の
よ
う
に
、
た

え
ず
変
動
し
て
い
ま
す
。
血
圧
計
を

腕
に
ま
か
れ
た
だ
け
で
、
血
圧
が
あ

る
人
も
い
る
ほ
ど
で
、
そ
の
と
き
の

精
神
状
態
や
体
の
調
子
で
も
ち
が
い

ま
す
。

　
健
康
な
人
で
も
、
一
日
に
二
〇
～

三
〇
ミ
リ
く
ら
い
の
変
動
が
あ
り
、

血
圧
の
高
い
人
は
そ
れ
以
上
に
変
動

が
大
き
く
な
り
や
す
い
の
で
す
。

　
で
す
か
ら
、
血
圧
を
一
～
二
回
は

か
っ
た
だ
け
で
、
昨
日
よ
り
あ
が
っ

た
と
か
、
さ
が
っ
た
と
一
喜
一
憂
し

て
も
、
害
こ
そ
あ
れ
プ
ラ
ス
に
な
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
と
き
ど

き
の
経
過
の
中
で
、
正
し
く
受
け
止

め
る
こ
と
こ
そ
、
血
圧
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
す
る
第
一
歩
で
す
。
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窓
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ら

誉
穀
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骸
嚢
笛

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に
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屋
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山
賀
芹
子

括
ら
れ
し
枝
の
冬
芽
の
紅
き
か
な

育
ち
ゆ
く
冬
菜
の
あ
り
し
明
る
さ
よ

沓
脱
ぎ
に
石
蕗
の
花
咲
く
構
え
か
な

花
八
つ
手
静
か
に
赤
子
眠
り
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条
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ら
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長
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県
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ら
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島
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長
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ら
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央
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熊
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県
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ら
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島

愛
媛
県
か
ら

昇
天
1
ご
め
い
福
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祈
る
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の
ぶ
い
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川
竣
治
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口
幸
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口
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治
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太
郎
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仙
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紅
梅
の
一
鉢
を
買
い
年
の
暮

短
日
の
時
雨
る
・
こ
と
の
多
く
し
て

冬
の
日
の
淡
々
と
あ
る
昼
下
り

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
金
子
洋
石

初
茶
の
湯
雪
さ
ら
さ
ら
と
障
子
掃
く

門
松
に
影
新
し
き
朝
日
さ
す

元
日
や
閑
け
き
里
の
朝
煙

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
　
高
橋
　
与
平

散
り
敷
い
た
落
葉
打
つ
音
初
あ
ら
れ

仏
具
ま
づ
磨
き
を
る
な
り
大
掃
除

霊
峰
の
見
え
し
朝
晴
れ
午
後
雪
に
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配
置
換
え
／
十
二
月
十
六
日
付

　
　
建
設
課
長
・
田
口
一
朗
（
産
業
課
長
）

　
　
企
画
室
長
・
南
雲
春
雄
（
建
設
課
長
）

　
　
産
業
課
長
・
水
品
忠
雄
（
教
委
庶
務
課

　
　
長
）
、
教
委
庶
務
課
長
・
押
木
良
作

　
　
（
農
委
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務
局
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農
委
事
務
局
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藤
良
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画
室
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沸
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三
領
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橋
た
か
し
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鳴
の
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に
下
り
来
て
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冬
の
師
走
の
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の
動
き
を
り

　
　
　
新
春
雑
詠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
者
　
太
田
白
南
風

　
　
新
し
き
山
毛
棒
滑
を
焚
き
初
か
ま
ど

　
　
一
煙
り
上
げ
て
燃
え
つ
き
初
か
ま
ど

　
　
扁
額
の
喜
心
の
二
字
よ
炭
を
つ
ぐ

　
　
初
電
話
厨
の
妻
に
か
か
り
来
し

　
　
新
し
き
畳
に
あ
り
し
初
日
影

　
　
屠
蘇
少
し
老
い
ぬ
る
こ
と
も
好
も
し
き




